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岡
山 受付 10:00～

▶岡山プラザホテル
6.24土

大
阪 受付 9:30～

▶大阪経済大学
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受付 10:00～土

▶国際ファミリープラザ
7. 8米

子

創立90周年に向けて
新たなジャンプの年に

大阪経済大学　学長

　德永光俊

　

大
阪
経
済
大
学
の
学
長
と
し
て
３

期
目
を
迎
え
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
１１
月
の
初
就
任
か
ら
２

期
６
年
を
務
め
た
成
果
を
踏
ま
え
、

教
職
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
今

後
も
重
責
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
、

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

３
期
目
と
い
う
の
は
、
三
段
跳
び

で
い
え
ば
、「
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・

ジ
ャ
ン
プ
」
の
「
ジ
ャ
ン
プ
」
に
あ

た
り
ま
す
。
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
の

６
年
間
は
、
教
育
内
容
充
実
な
ど
の

地
固
め
に
注
力
し
、
学
生
た
ち
の
学

力
や
活
動
力
は
着
実
に
伸
び
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
３
期
目
の
ジ
ャ
ン
プ

に
よ
り
、
学
生
た
ち
を
さ
ら
に
大
き

く
飛
躍
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
学
長
に
就
任
後
、
一
貫
し
て

「
ゼ
ミ
の
大
経
大
・
マ
ナ
ー
の
大
経

大
・
就
職
の
大
経
大
」
を
主
張
し
続

け
て
き
ま
し
た
。
教
育
で
は
ゼ
ミ
に

重
点
を
置
き
、
そ
の
成
果
発
表
の
機

会
で
あ
る
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ
ン
プ

リ
は
今
年
で
７
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
は
学
外
コ
ン
テ
ス
ト
や
、

企
業
・
官
公
庁
な
ど
と
連
携
し
た
地

方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
商
品
開
発

な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
、
ゼ

ミ
単
位
の
活
動
が
多
様
化
し
、
や
や

内
向
き
だ
っ
た
学
生
た
ち
に
変
化
の

兆
し
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

マ
ナ
ー
に
関
し
て
も
、
ま
わ
り
の

人
や
大
学
、
地
域
な
ど
を
意
識
し
て

行
動
す
る
社
会
性
が
少
し
ず
つ
身
に

つ
い
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
最

近
で
は
準
硬
式
・
硬
式
野
球
部
や
ラ

グ
ビ
ー
部
な
ど
の
体
育
会
ク
ラ
ブ
が

出
場
す
る
重
要
試
合
な
ど
に
、
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
や
吹
奏
楽
総
部
と
い
っ

た
芸
術
系
の
部
員
が
駆
け
つ
け
、
大

学
全
体
が
一
致
団
結
し
て
応
援
す
る

傾
向
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
に
関
し
て
も
、
進
路
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ゼ
ミ
担
当
教
員
の
緊
密
な

連
携
と
指
導
に
よ
り
、
就
職
率
が
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
９０
％
近
い

水
準
に
ま
で
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
、
時
代
や
社
会
状
況
は
大
き
く

転
換
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
日
本
や
世
界
で
生
き
抜
く
に
は
、

学
力
や
技
能
だ
け
で
な
く
、「
自
ら
が

解
を
見
い
だ
す
力
」、「
多
様
な
人
た

ち
と
協
働
す
る
力
」
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
創
立
９０
周
年
・

１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
建
学
の
精

神
で
あ
る
「
自
由
と
融
和
」
を
２１
世

紀
的
に
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
新
た
な
社
会
構
想

が
模
索
さ
れ
て
い
る
時
代
に
お
け
る

「
自
由
」
と
は
「
多
様
性
の
尊
重
」、

「
融
和
」
と
は
「
共
存
共
栄
」
だ
と
私

は
考
え
ま
す
。
ま
た
本
学
が
掲
げ
る

教
育
理
念
「
人
間
的
実
学
」
に
お
い

て
も
、
今
後
は
「
人
間
的
」
と
い
う
部

分
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
き
、
実
学
に
加
え

て
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ（
教
養
／
全
学

共
通
教
育
）」
を
重
視
し
て
い
き
た
い
。

　

全
学
的
な
再
編
に
関
し
て
は
、

２
０
２
２
年（
創
立
９０
周
年
）に
向
け

て
、
法
学
系
の
学
部
新
設
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
本
学
が
「
人
文
社
会

系
の
総
合
大
学
」
を
め
ざ
す
う
え
で
、

法
学
系
の
学
部
の
新
設
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
＆
ロ
ー
カ

ル
な
政
策
立
案
能
力
の
育
成
も
今
後

の
教
育
に
は
必
須
で
、
政
策
系
学
部

の
開
設
も
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
時

代
の
潮
流
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
の
多
様

化
・
心
理
や
健
康
ス
ポ
ー
ツ
の
隆
盛

な
ど
を
踏
ま
え
た
学
部
再
編
を
す
す

め
る
予
定
で
す
。

　

再
編
と
連
動
し
た
定
員
増
も
実
施

し
て
い
き
ま
す
が
、
現
在
、
本
学
の

収
容
定
員
は
６
３
８
０
名
、
実
員
は

７
７
３
０
名
で
、
定
員
・
実
員
比
率
は

１
・
２１
倍
で
す
。
文
科
省
の
進
め
る

都
市
部
大
学
の
定
員
・
実
員
比
率
抑

制
の
方
針
も
考
慮
し
、
最
大
１
学
年

２
０
０
０
名
ま
で
、
全
体
で
８
０
０
０

名
弱
の
「
都
市
型
中
規
模
大
学
」
と

し
て
今
後
も
歩
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。

　

最
近
、
私
は
「
大
経
大
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く

使
っ
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
の
学

力
・
実
力
が
見
違
え
る
ほ
ど
上
が
り
、

大
学
全
体
の
雰
囲
気
も
変
化
し
て
き

て
い
ま
す
。「
経
済
・
経
営
系
の
私
立

大
学
Ｎ
ｏ
．１
」
を
め
ざ
し
、
学
生
た

ち
が
「
プ
ロ
に
な
ろ
う
、
一
流
に
な

ろ
う
」
と
頑
張
れ
る
よ
う
な
大
阪
経

済
大
学
の
学
風
を
培
っ
て
い
き
た
い
。

　

今
後
も
各
学
部
教
員
の
皆
様
の
意

見
を
尊
重
し
な
が
ら
強
い
信
頼
関
係

を
醸
成
し
、
第
５
次
中
期
計
画
の
策

定
な
ど
に
関
し
て
理
事
会
と
緊
密
に

協
力
し
、
迅
速
な
改
革
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
教
職
員
の
皆
様
は
じ
め
関

係
各
位
の
、
更
な
る
ご
支
援
と
ご
尽

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2016年度大阪経済大学　卒業式・学位授与式を下記のとおり挙行いたします
卒業式・学位授与式のご案内卒業式・学位授与式のご案内

対象学部：経済学部、人間科学部、
大学院経済学研究科、

 大学院人間科学研究科
場　　所：70周年記念館フレアホール
日　　時：2017年3月18日(土)
 10:00～（入場は9:30～）

対象学部：経営学部、情報社会学部、
大学院経営学研究科、
大学院経営情報研究科

場　　所：70周年記念館フレアホール
日　　時：2017年3月18日（土）

13:00～（入場は12:30～）

お問い合わせ

午前の部 午後の部

大阪経済大学　総務部総務課　（06）6328-2431㈹
● 学生・保護者の方用の駐車場がありません。車でのご来場はご遠慮ください。
● 収容人数の関係で、保護者の方は式場内へお入りいただけないこともあります。あらかじめご了承く
ださい。なお、同館3階の教室において、式典の模様を同時放映いたします。



2第45号2016年12月 2
　

経
済
学
研
究
科
は
、
博
士
前

期
課
程
を
２
０
１
６
年
よ
り
、

従
来
の
４
コ
ー
ス
制
か
ら
３
コ

ー
ス
制
に
改
変
し
、
経
済
学
研

　

経
営
情
報
研
究
科
は
、
経
営

学
、
情
報
科
学
系
の
科
目
を
中

心
に
多
様
な
科
目
を
開
講
し
て

い
ま
す
。
科
目
は
学
生
の
ニ
ー

人生を、ビジネスを、
もっと豊かにするために
社会人のニーズに応える多彩なアプローチ

大隅、北浜キャンパスが学びのステージ！

紹 介

大
学
院

大学院入試日程
2017年度

〈春季試験〉

※１　外国人留学生入試は期間内必着、それ以外
の入試は締切日消印有効。

※２　税法ゼミ希望者は2日間とも受験してくだ
さい。
税法ゼミ希望者以外は春季：2月18日（土）
のみです。

●出願期間　全研究科共通…2017年1月10日（火）～18日（水）※1
経営情報研究科…2017年2月19日（日）
人間科学研究科…2017年2月19日（日）

●試 験 日　経済学研究科…2017年2月19日（日）
 経営学研究科…2017年2月18日（土）、19日（日）※2
●合格者発表　全研究科共通…2017年2月28日（火）

経
済
学
研
究
科
長

　

小
川 

雅
弘
教
授

経
済
学
研
究
科
／
博
士
前
期
課
程
・
博
士
後
期
課
程 　
大
隅
キ
ャ
ン
パ
ス

ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
を
開
設
し
、

幅
広
い
人
材
の
学
ぶ
意
欲
を
支
援
す
る

経
営
情
報
研
究
科
長
補
佐

　

杉
田 

武
志
教
授

経
営
情
報
研
究
科
／
修
士
課
程　

大
隅
キ
ャ
ン
パ
ス
・
北
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

デ
ー
タ
処
理
の
力
を
伸
ば
し
、

問
題
解
決
能
力
を
高
め
る

経
営
学
研
究
科
／
修
士
課
程　

大
隅
キ
ャ
ン
パ
ス
・
北
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

知
識
・
理
論
を
味
方
に
つ
け
、

現
場
で
生
か
せ
る
学
び
を
磨
く

人
間
科
学
研
究
科
／
修
士
課
程　

大
隅
キ
ャ
ン
パ
ス

人
間
を
深
く
見
つ
め
る
2
専
攻

臨
床
心
理
士
の
資
格
取
得
に
も
対
応

人
間
科
学
研
究
科
長
補
佐

　

鵜
飼
奈
津
子
教
授

究
の
長
い
伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ

た
「
研
究
者
養
成
コ
ー
ス
」、
優

秀
な
税
理
士
を
輩
出
し
続
け
て

い
る
「
税
理
士
養
成
コ
ー
ス
」

の
ほ
か
に
、
三
本
目
の
柱
と
し

て
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
」
を

新
設
し
ま
し
た
。
ベ
ー
シ
ッ
ク

コ
ー
ス
は
、
経
済
学
の
基
本
か

ら
本
気
で
学
び
た
い
社
会
人
や

学
生
を
全
面
的
に
応
援
す
る
た

め
の
取
り
組
み
で
、
想
定
さ
れ

る
具
体
的
な
学
習
目
的
は
、
公

務
員
を
め
ざ
す
方
の
試
験
準
備
、

企
業
や
行
政
で
活
躍
す
る
方
々

の
再
学
習
、
能
力
向
上
な
ど
で

す
。

　

コ
ー
ス
再
編
に
あ
た
り
、
経

済
学
研
究
科
で
は
入
試
方
法
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
研
究

者
養
成
、
税
理
士
養
成
の
各
コ

ー
ス
で
は
、
入
試
範
囲
を
公
表

す
る
ほ
か
、
出
願
前
に
指
導
希

望
教
員
と
事
前
面
談
を
行
い
、

入
学
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消

に
務
め
て
い
ま
す
。
ベ
ー
シ
ッ

ク
コ
ー
ス
の
入
試
で
は
、
専
門

知
識
を
要
求
せ
ず
、
研
究
に
必

要
な
基
本
的
な
文
章
を
読
み
、

書
く
能
力
を
問
う
と
い
う
方
式

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
経
済
的
、

時
間
的
制
約
が
あ
る
中
で
大
学

院
に
来
る
人
々
に
、
最
適
な
指

導
教
員
の
元
で
最
大
限
実
力
を

発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

経
済
学
研
究
科
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
領
域
の
研
究
者
が
在
籍
し

て
お
り
、
地
域
の
商
工
会
議
所

な
ど
と
も
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
あ
り
ま
す
。
学
ぶ
中
で
、

仕
事
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る
知

識
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
興
味

関
心
の
幅
を
広
げ
、
将
来
を
見

据
え
る
力
を
養
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

経
営
学
研
究
科
は
税
理
士
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
税
法
務

研
究
の
ほ
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
関

す
る
実
践
的
な
研
究
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
入
学
者
の
研
究

動
機
は
「
自
社
の
経
営
の
あ
り

方
を
客
観
的
に
見
つ
め
直
し
て

み
た
い
」「
自
分
が
抱
え
て
い
る

経
営
上
の
課
題
の
解
決
法
を
探

り
た
い
」
な
ど
様
々
で
す
。
研

究
発
表
や
質
疑
応
答
に
は
、
経

営
ト
ッ
プ
か
ら
新
人
ま
で
広
範

な
肩
書
き
を
も
っ
た
社
会
人
に

海
外
か
ら
の
留
学
生
も
加
わ
り
、

フ
ラ
ッ
ト
な
立
場
で
議
論
に
熱

中
し
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

普
段
組
織
内
で
抱
え
て
い
る
自

分
の
課
題
を
、
仲
間
と
話
し
合

う
こ
と
で
客
観
的
に
見
つ
め
、

新
た
な
方
策
を
探
っ
て
い
か
れ

ま
す
。
我
々
も
積
極
的
に
疑
問

を
投
げ
か
け
、
共
に
問
題
解
決

の
道
筋
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

学
生
の
な
か
に
中
小
企
業
の

ト
ッ
プ
や
、
そ
こ
で
働
く
組
織

人
が
多
い
の
も
、
本
研
究
科
の

特
徴
で
す
。
関
西
の
中
小
企
業

を
元
気
に
す
る
こ
と
は
大
阪
経

済
大
学
の
使
命
。
仲
間
と
と
も

に
研
究
に
励
み
、
大
企
業
に
な

い
発
想
力
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

力
、
独
自
性
を
大
い
に
伸
ば
し

て
ほ
し
い
で
す
。
強
い
中
小
企

業
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
る
学
生

に
対
し
、
教
員
た
ち
は
専
門
家

と
し
て
惜
し
み
な
い
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

混
迷
が
続
き
、
確
固
た
る
打

開
策
が
見
い
だ
せ
ず
に
不
安
が

募
る
今
、
学
ぶ
こ
と
は
不
安
の

中
身
を
明
ら
か
に
し
、
自
分
の

立
脚
点
を
確
か
に
す
る
大
切
な

方
策
で
す
。
直
近
の
課
題
を
解

決
す
る
力
と
と
も
に
、
長
い
ス

パ
ン
で
先
を
見
る
目
を
養
う
た

め
に
も
、
大
学
院
と
い
う
環
境

が
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

ズ
に
応
じ
て
「
企
業
財
務
分
野

に
つ
い
て
深
め
税
理
士
を
め
ざ

す
人
を
支
援
す
る
」、「
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ー
ン
に
必
要
と
さ
れ
る
デ

ー
タ
解
析
力
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
系
ス
キ

ル
を
伸
ば
す
」、「
デ
ー
タ
解
析
、

事
象
の
分
析
を
通
じ
て
意
思
決

定
、
企
画
立
案
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
能
力
を
伸
ば
す
」
と
い
う

３
種
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
情
報
処
理
能
力
を
鍛
え
る
こ

と
を
主
眼
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
社
会
人
の
方
に
は
、
仕

事
と
は
別
に
「
机
上
で
考
え
抜

く
力
」
を
養
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
、
目
の
前
に
あ
る
問
題
の
本

質
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
そ
れ

は
、
ぶ
れ
な
い
意
見
を
も
つ
た

め
の
強
い
味
方
に
な
る
は
ず
で

す
。

　

特
に
中
小
企
業
の
方
々
に
と

っ
て
は
、
経
営
情
報
研
究
科
で

の
学
び
が
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
専
門
性
の
高
い

理
論
に
触
れ
、
研
究
仲
間
と
議

論
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
生
き

た
知
見
は
、
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が

柔
軟
な
発
想
を
も
っ
て
知
恵
を

出
し
合
い
、
全
体
最
適
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
中

小
企
業
の
よ
う
な
環
境
で
、
大

い
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
院
生
は
修
了
後
も
堅
い

絆
で
結
ば
れ
ま
す
。
現
状
を
報

告
し
合
う
う
ち
に
、
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
が
誕
生
す
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。
苦
し
い
け
れ
ど

も
達
成
感
に
あ
ふ
れ
た
大
学
院

で
の
活
動
は
、
人
生
を
も
っ
と

輝
く
も
の
に
し
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。
新
た
な
知
識
を
得
た

い
、
知
見
を
深
め
た
い
、
と
い

う
方
の
た
め
に
、
公
開
講
座
や

セ
ミ
ナ
ー
も
積
極
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

人
間
科
学
研
究
科
の
「
臨
床

心
理
学
専
攻
」
は
、
人
々
の
心

の
悩
み
に
寄
り
添
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
心
の
問
題
に
対
応
す
る

「
臨
床
心
理
士
」
を
養
成
し
て
い

ま
す
。
本
院
は
公
益
財
団
法
人

日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協

会
・
第
一
種
指
定
大
学
院
で
あ

る
た
め
、
院
生
は
課
程
修
了
と

同
時
に
臨
床
心
理
士
の
受
験
資

格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
き
な
特

徴
は
、
豊
富
な
臨
床
実
習
で
す
。

研
究
科
付
属
の
「
心
理
臨
床
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
実
際
に
地
域

の
一
般
市
民
の
方
の
ご
相
談
を

受
け
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
が
最
も
力
を
入

れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
発

達
相
談
サ
ー
ビ
ス
」
で
、
発
達

障
害
や
不
登
校
な
ど
を
含
む
、

子
ど
も
と
家
族
の
た
め
の
短
期

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他
に

も
多
様
な
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
多

く
来
談
さ
れ
て
お
り
、
院
生
は

在
学
中
に
１
人
平
均
４
〜
５
名

を
担
当
す
る
な
ど
、
内
部
実
習

の
充
実
度
は
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
。
外
部
実
習
で
は
週
に
一
回

の
ペ
ー
ス
で
、
教
育
臨
床
・
病

院
臨
床
・
福
祉
臨
床
の
３
領
域

を
体
験
で
き
ま
す
。
臨
床
心
理

士
の
仕
事
の
範
囲
は
多
領
域
に

わ
た
り
、
幅
広
い
分
野
の
臨
床

を
学
ぶ
こ
と
で
、
自
身
の
適
性

や
将
来
の
進
路
を
見
極
め
ら
れ

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
効
率
が
重
視
さ

れ
が
ち
な
現
代
社
会
に
お
い
て
、

じ
っ
く
り
と
自
分
や
家
族
な
ど

に
つ
い
て
考
え
、
見
つ
め
直
す

視
点
を
持
っ
た
臨
床
家
の
育
成

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
の
卒
業
生
や
そ

の
ご
家
族
か
ら
の
ご
相
談
も
受

け
つ
け
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

経
営
学
研
究
科
長

　

井
形 

浩
治
教
授
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挨
拶
を
す
る
田
村
会
長

壮
行
会

卒業50年を迎えた32期生同期会

みんなで記念撮影

新しく結成された女性部会の皆さん

会
長
が
「
同
窓
会
の
力
を
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

述
べ
て
万
歳
三
唱
。
中
締
め

の
挨
拶
と
し
て
、
崎
田
洋
一

事
務
局
長
が
「
少
子
化
の
中
、

大
学
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、

強
さ
と
賢
さ
、
そ
し
て
人
を

思
い
や
る
温
か
い
心
が
不
可

欠
。
こ
の
３
つ
を
携
え
て
未

来
へ
邁
進
し
た
い
」
と
述
べ

て
支
援
と
協
力
を
求
め
、
懇

　

総
会
開
会
に
先
立
ち
、
物

故
者
へ
の
黙
祷
が
行
わ
れ
、

次
い
で
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
参

加
者
に
よ
る
学
歌
斉
唱
後
、

佐
藤
武
司
理
事
長
が
式
辞
を

述
べ
た
。
理
事
長
は
、
ま
ず

德
永
光
俊
学
長
の
３
期
目
就

任
を
報
告
し
、
次
に
少
子
化

問
題
に
触
れ
て
「
小
中
学

校
・
高
校
は
お
お
む
ね
整
理

が
な
さ
れ
、
大
学
の
淘
汰
が

始
ま
っ
て
い
る
。
本
学
も
９０

周
年
、
１
０
０
周
年
に
向
け
、

伝
統
だ
け
に
頼
ら
ず
、
経
営

と
教
育
を
両
立
さ
せ
た
魅
力

あ
る
大
学
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
し
、
同

窓
生
ら
の
支
援
と
助
言
を
求

来
た
る
90
周
年
、

100
周
年
に
向
け

力
強
く
歩
む

大
樟
会
設
立
１
０
０
周
年
に
向
け
、

１
０
０
支
部
を
目
指
そ
う

同
期
会
・
部
会
合
同
交
流
会
を
実
施
し

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る

　

平
成
２８
年
１０
月
３０
日（
日
）、
大
樟
祭
で
賑
わ
う
母
校
キ

ャ
ン
パ
ス
で
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
・
大
樟
会
総
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
ま
ず
、
大
樟
会
総
会
セ
レ
モ
ニ
ー

が
Ｄ
館
２１
教
室
で
開
催
。
式
辞
、
感
謝
状
贈
呈
、
壮
行
会

が
実
施
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
約
５
４
０
人
の
同
窓
生
ら

が
参
加
し
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
次
に
、
会
場
を

学
生
会
館
２
階
に
移
し
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
後
、
今
年
初
の
試
み
と
し
て
、
同
期
会
・
部

会
合
同
交
流
会
が
Ｄ
館
８０
周
年
記
念
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、

１
８
０
名
が
参
加
し
、
快
晴
の
街
を
眼
下
に
望
む
会
場
で
、

参
加
者
が
和
や
か
に
旧
交
を
温
め
た
。

　

吹
奏
楽
総
部
の
演
奏
が
行

わ
れ
る
中
、
多
く
の
同
窓
生

ら
が
続
々
と
会
場
に
集
ま
り
、

午
前
１１
時
か
ら
小
林
真
人
副

会
長
の
司
会
に
よ
っ
て
総
会

が
始
ま
っ
た
。

め
た
。

　

德
永
光
俊
学
長
は
３
期
目

就
任
の
挨
拶
に
続
き
、
４
年

連
続
の
入
試
志
願
者
増
加
や
、

就
職
希
望
者
の
就
職
率
が
９０

％
近
く
に
及
ん
だ
こ
と
、
ゼ

ミ
活
動
な
ど
が
学
外
で
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
旨
を
報
告
。

「
こ
の
６
年
間
、
一
貫
し
て

『
ゼ
ミ
・
マ
ナ
ー
・
就
職
の

大
経
大
』
を
推
進
。
３
期
目

は
、
新
学
部
・
学
科
の
創
設

な
ど
全
学
的
な
組
織
再
編
を

進
め
、
都
市
型
の
中
規
模
大

学
と
し
て
、
人
文
社
会
系
の

総
合
大
学
を
目
指
し
た
い
」

と
述
べ
た
う
え
で
、「
２
０
３

２
年
の
１
０
０
周
年
に
向
け
、

『
つ
な
が
る
力
Ｎ
ｏ
．１
』
を

強
化
し
、
①
学
生
目
線
の
き

め
細
か
い
教
育
、
②
教
職
員

の
意
向
尊
重
、
③
人
間
的
な

誠
実
さ
を
尊
重
し
た
い
」
と

強
く
力
を
込
め
た
。

　

次
に
、
田
村
正
晴
会
長
が

「
世
間
で
は
静
か
な
同
窓
会
ブ

ー
ム
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ネ

ッ
ト
時
代
に
お
い
て
、
肩
を

組
み
合
う
直
接
的
な
出
会
い

の
場
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。

同
窓
会
の
目
的
は
①
卒
業
生

の
組
織
化
、
②
母
校
の
応
援
、

③
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し

て
の
役
割
で
、
最
も
基
本
と

な
る
の
が
①
の
強
化
だ
ろ
う
。

昨
年
８０
周
年
を
迎
え
た
大
樟

会
は
、
約
６０
の
支
部
・
部
会

を
数
え
る
が
、
１
０
０
周
年

に
は
１
０
０
支
部
・
部
会
と

し
た
い
。
こ
の
一
年
間
に
、

鳥
取
支
部
が
再
興
し
、
超
党

派
の
政
治
家（
地
方
議
員
・

首
長
等
）に
よ
る
『
樟
政
会
』

が
誕
生
し
た
。
現
役
学
生
の

保
護
者
で
つ
く
る
後
援
会
と

手
を
携
え
、
今
後
も
大
学
を

支
援
し
た
い
」
と
呼
び
か
け

た
。

　

こ
の
あ
と
、
永
年
に
わ
た

っ
て
支
部
長
を
務
め
、
こ
の

ほ
ど
退
任
さ
れ
た
６
氏（
別

掲
）に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
、
１０
年
間
に
わ
た
り
東

京
支
部
長
を
務
め
た
藤
本
二

郎
氏
が
代
表
し
て
謝
意
を
述

べ
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
今
年
は
、
大
学
ク

ラ
ブ
等
の
壮
行
会
も
行
わ
れ

た
。
全
国
大
会
に
臨
む
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部（
全
日
本
学
生
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
出

場
）、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
と

在
学
生
で
構
成
す
る
「
大
阪

メ
ー
ル
ク
ワ
ィ
ア
ー
」（
全
日

本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大

会
出
場
）の
メ
ン
バ
ー
が
入
場

し
た
。
全
日
本
大
学
駅
伝
対

校
選
手
権
大
会
出
場
の
陸
上

競
技
部
選
手
ら
は
、
１１
月
６

日
の
本
番
に
向
け
、
現
地
で

の
試
走
の
た
め
欠
席
だ
っ
た

が
、
こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
等
の

活
躍
を
田
村
会
長
が
紹
介
し
、

健
闘
を
祈
り
会
場
全
員
が
拍

手
を
送
っ
た
。
ま
た
、
山
本

隆
造
大
樟
体
育
会
会
長
が
激

励
の
言
葉
を
贈
り
、
各
ク
ラ

ブ
等
の
監
督
ら
が
大
会
に
向

け
て
の
決
意
表
明
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
福
田
敏
裕
元
応
援

団
副
団
長
が
演
舞
で
応
援
し
、

吹
奏
楽
総
部
の
演
奏
を
バ
ッ

ク
に
各
ク
ラ
ブ
等
の
メ
ン
バ

ー
が
退
場
。
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、

つ
つ
が
な
く
終
了
し
た
。

　

総
会
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、

し
ば
し
休
憩
を
は
さ
み
、
１２

時
３０
分
か
ら
学
生
会
館
２
階

に
会
場
を
移
し
て
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
懇
親
会
が
行
わ

れ
た
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に
参

加
者
が
集
ま
る
中
、
総
務
部

の
高
濱
悠
紀
さ
ん
の
司
会
で

ス
タ
ー
ト
。
ま
ず
、
佐
藤
理

事
長
が
「
楽
し
い
一
日
に
な

る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と

挨
拶
。
前
垣
吉
男
様（
３６
回

卒
）が
蔵
元
の
賀
茂
泉
酒
造
の

菰
樽
で
、
景
気
よ
く
「
ヨ
イ

シ
ョ
」
の
か
け
声
と
共
に
鏡

開
き
が
行
わ
れ
た
。「
大
学
の

ま
す
ま
す
の
発
展
と
来
場
の

皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
健
勝
を

祈
っ
て
」
と
い
う
德
永
学
長

の
言
葉
で
乾
杯
し
、
会
場
は

和
や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

た
。　

そ
の
後
、
軽
音
楽
部

Ｏ
Ｂ
で
結
成
さ
れ
た
「
上
新

庄
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
」
に
よ

る
ジ
ャ
ズ
演
奏
が
響
く
中
、

各
テ
ー
ブ
ル
で
談
笑
が
絶
え

ず
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
形
式
の

宴
も
た
け
な
わ
と
な
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
中
盤

に
は
全
員
参
加
の
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
が
始
ま
り
、
次
々
に

「
リ
ー
チ
、
ビ
ン
ゴ
！
」
の
声

が
上
が
り
、
豪
華
商
品
が
贈

ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
福
田
敏
裕
元
応

援
団
副
団
長
に
よ
る
演
舞
と

共
に
学
歌
・
逍
遥
歌
を
唱
和

し
、
山
本
隆
造
大
樟
体
育
会

親
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
、
今
回
初

め
て
の
試
み
と
し
て
、
会
場

を
Ｄ
館
８０
周
年
記
念
ホ
ー
ル

へ
移
し
、
１４
時
か
ら
同
期

会
・
部
会
合
同
交
流
会
が
開

か
れ
た
。
こ
の
交
流
会
に
は
、

こ
の
た
び
結
成
さ
れ
た
「
女

性
部
会
」
の
メ
ン
バ
ー
も
参

加
し
た
。
開
会
に
先
立
ち
２

年
連
続
で
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
に
出
場
す
る
「
大

阪
メ
ー
ル
ク
ワ
ィ
ア
ー
」
に

よ
る
美
声
が
披
露
さ
れ
、
国

西
良
昌
様（
２９
回
卒
）の
音
頭

で
乾
杯
。
懇
親
会
同
様
立
食

式
の
宴
で
、
各
卒
期
、
各
部

会
の
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
同
窓

生
が
集
い
盛
り
上
が
っ
た
。

賑
や
か
な
歓
談
の
う
ち
に
時

が
過
ぎ
、
来
年
の
再
会
を
誓

い
合
い
な
が
ら
幕
を
閉
じ
た
。

2016ホームカミングデー・大樟会総会、華 し々く開催

感謝状を受けられた6氏
・前 池田支部長　　中　　一正様
・前 滋賀支部長　　橋本　庫一様（ご欠席）
・前 北大阪支部長　平田　義行様（代理受領）
・前 東京支部長　　藤本　二郎様
・前 淡路島支部長　竹内　通弘様（ご欠席）
・前 津山支部長　　竹本　　巧様（代理受領）
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■
い
よ
い
よ
最
終
報
告

　

冒
頭
で
専
務

取
締
役
・
岡
村

謙
太
朗
氏
が

「
皆
さ
ん
の
一

生
懸
命
さ
を
肌
で
感
じ
て
い
た
。

今
日
発
表
さ
れ
る
ア
イ
デ
ア
が
非

常
に
楽
し
み
」
と
挨
拶
。
続
い
て

本
学
広
報
委
員
長
の
梅
原
英
治
教

授
が
「
定
着
し
て
い
な
い
商
品
の

市
場
開
拓
は
難
し
い
が
、
逆
に
考

え
れ
ば
可
能
性
の
あ
る
分
野
。
皆

さ
ん
の
努
力
が
報
わ
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

　

発
表
で
は
、
ま
ず
Ａ
チ
ー
ム
が
、

口
臭
や
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
に
着
目

し
た
商
品
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、
続
く

Ｂ
チ
ー
ム
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を

２
名
の
計
１１
名
が
、
日
本
で
未
だ

あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
デ
ン
タ

ル
フ
ロ
ス
の
商
品
企
画
に
取
り
組

ん
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た

６
月
以
降
、
メ
ン
バ
ー
は
Ａ
・
Ｂ
チ

ー
ム
に
分
か
れ
、
何
度
も
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
や
調
査
を
重
ね
、
７
月
８

日（
金
）に
は
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ 

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
オ
カ
ム
ラ
の
ブ
ー
ス
に
各

チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
が
参
加
し
、

来
場
者
に
商
品
を
説
明
、
案
内
役

を
務
め
た
。
そ
し
て
、
９
月
２
日

（
金
）の
「
中
間
報
告
会
」
に
お
け

る
厳
し
い
批
評
を
受
け
て
、
ア
イ

デ
ア
を
懸
命
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
。
商
品
化
さ
れ
る
か
否
か
が
決

定
す
る
最
終
報
告
会
を
迎
え
た
。

■
商
品
化
に
向
け

　

綿
密
に
調
査

　

オ
カ
ム
ラ
は
、
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア

製
品
を
製
造
販
売
す
る
１
０
０
年

企
業
。
本
学
の
現
役
女
子
学
生
５

名
と
、
大
商
学
園
高
等
学
校（
豊
中

市
）の
女
子
高
生
４
名
、
本
学
Ｏ
Ｇ

３世代
女性活躍
プロジェクト

世
代
を
超
え
て

経
済
活
性
化
に

取
り
組
む

大経大発！日本初!?
女性が経済を動かすAチーム 商品化決

定！

Bチーム
も

健闘！

　

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
と
発
想
で
企
業
の
課
題
解
決
に
本

気
で
取
り
組
む
「
３
世
代
女
性
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
最

終
報
告
会（
公
開
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
）が
、
１０
月
２０
日（
木
）

午
後
５
時
３０
分
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
企
業
・
株
式
会

社
オ
カ
ム
ラ（
大
阪
市
生
野
区
）の
２
階
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

対
象
と
し
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
用
・
禁

煙
用
・
受
験
勉
強
用
な
ど
の
商
品

ア
イ
デ
ア
を
、
何
度
も
練
習
を
重

ね
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
披

露
。
質
疑
応
答
に
続
く
審
査
の
結

果
、
Ａ
チ
ー
ム
の
商
品
ア
イ
デ
ア

に
つ
い
て
今
後
、
商
品
化
に
向
け

た
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
岡
村
氏
は
惜
し
く
も
商
品

化
を
逃
し
た
Ｂ
チ
ー
ム
の
ア
イ
デ

ア
を
一
定
評
価
し
な
が
ら
、「
Ａ
チ

ー
ム
の
ア
イ
デ
ア
は
実
現
可
能
」

と
高
く
評
価
。
歓
声
を
上
げ
て
喜

ぶ
Ａ
チ
ー
ム
に
旅
行
券
の
目
録
が

手
渡
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
Ａ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
、

増
田
麻
央
さ
ん（
人
間
科
学
部
３

年
）は
「
３
世
代
の
メ
ン
バ
ー
の
時

間
を
合
わ
せ
る
の
が
難
し
か
っ
た

が
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
す
る

な
か
で
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
ひ

と
つ
の
も
の
を
創
り
上
げ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」。
Ｂ
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
、
岩
谷
栞
さ
ん（
経
営
学

部
３
年
）は
「
新
し
い
も
の
を
考
え

る
難
し
さ
を
知
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー

を
体
験
し
、
主
体
性
だ
け
で
な
く

協
調
性
も
必
要
だ
と
学
ん
だ
。
今

後
の
就
職
活
動
に
役
立
て
た
い
」

と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
苦
労
や
自

身
の
成
長
を
語
っ
て
い
た
。

■
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
で
の

　

報
告
で
も
好
評

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
締
め
く

く
る
最
終
成
果
報
告
会
は
、
１０
月

２９
日（
土
）に
行
わ
れ
た
第
７
回
Ｚ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
「
Ｆ
ｉ

ｎ
ａ
ｌ
ス
テ
ー
ジ
」
の
審
査
結
果

待
ち
の
時
間
を
使
っ
て
行
っ
た
。

審
査
員
の
皆
様
に
も
好
評
を
得
、

学
長
か
ら
も
「
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
の

積
み
重
ね
に
よ
る
新
し
い
取
り
組

み
、
カ
タ
チ
で
あ
る
」
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。
店
頭
に
３

世
代
女
性
が
考
案
し
た
商
品
が
並

ぶ
こ
と
を
楽
し
み
に
し
た
い
。
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ん
は
「
お
祖
母
ち
ゃ
ん
が
喜

ん
で
く
れ
た
。
就
職
が
決
ま

っ
て
い
る
の
で
社
会
で
頑
張

り
た
い
」、
沖
縄
県
立
普
天
間

高
等
学
校
の
新
崎
響
さ
ん
は

「
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
は
ビ
ッ
ク

リ
し
た
。
今
は
受
験
勉
強
が

楽
し
い
。
２０
歳
の
自
分
は
大

学
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
と

思
う
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
受

賞
の
感
想
や
将
来
の
夢
を
語

っ
て
く
れ
た
。

　

最
後
に
運
営
委
員
長
の
近

藤
直
美
教
授
が
「
受
賞
作
品

を
読
ん
で
、
ど
ん
な
高
校
生

な
の
か
想
像
し
、
会
え
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
受

賞
者
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
の
文
章
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
豊
か
な
感
性
を
培
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
、
閉
会
と
な
っ
た
。

も
あ
る
。
皆
さ
ん
は
、
読
み

手
の
気
持
ち
を
動
か
す
言
葉

の
力
を
持
っ
て
い
る
」
と
講

評
。
そ
し
て
、
グ
ラ
ン
プ
リ

受
賞
者
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
、
長
崎
県
・
向
陽

高
等
学
校
の
田
中
大
空
さ
ん

が
「
受
賞
を
聞
い
て
嬉
し
か

っ
た
。
す
ぐ
に
単
身
赴
任
の

父
に
伝
え
た
。
将
来
の
夢
は

介
護
福
祉
士
」、
山
口
県
立
豊

北
高
等
学
校
の
木
山
千
夏
さ

　

表
彰
式
で
は
始
め
に
、
德

永
光
俊
学
長
が
「
改
め
て
皆

さ
ん
の
作
品
を
読
み
返
す
と
、

　

大
阪
経
済
大
学 

第
１６
回
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
１７
歳

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
表
彰
式
が
、
１１
月
１９
日（
土
）午

後
１
時
か
ら
、
Ｄ
館
１２
教
室
で
行
わ
れ
た
。
１６
回
目
を

迎
え
た
今
年
の
応
募
総
数
は
２
７
３
４
４
作
品
で
、
参

加
高
校
は
全
国
３
７
０
校
。
９
月
に
本
学
内
で
行
わ
れ

た
最
終
選
考
会
で
、
グ
ラ
ン
プ
リ
３
作
品
、
学
生
審
査

員
賞
１
作
品
、
金
賞
９
作
品
、
銀
賞
４４
作
品
、
奨
励
賞

９３
作
品
、
学
校
特
別
賞
３０
校
が
選
ば
れ
た
。

全学FD委員会では、本学の教育の
質を向上させるために、今年6月
と7月に4回のFDフォーラムを行
いましたのでご報告します。

FD通信

知と汗と涙の近大流コミュニケーション戦略
第30回全学FDフォーラム

　3年連続志願者日本一を達成した近畿
大学から広報部長の世耕石弘氏をお招き
して、広報の分野から大学改革を進めら
れた経験をお話しいただきました。
　世耕氏は民間企業から転職し、大学へ
入職されました。この経験から大学であ

ってもサービス業には変わらないという信念のもと、大学の常識を打
ち破り、大胆な広報戦略を取ってきました。積極的なプレスリリース
や、SNS活用などの新たな取り組みを行った結果、2002年に既に完成
させていた「近大マグロ」や先進的な「近大エコ出願」を広く浸透さ
せることが出来ました。
　転職したころには、大経大の積極的な広報からも学んだが、最近は
発信力が弱くなってるのではと厳しいエールをいただきました。本学
の広報は現在、新たに構築しているところで、その柱となる教育研究
をしっかり行い、その取り組みを見てもらいたいと強く思う良い機会
となりました。
【参加者】54名（教員22名、職員32名）

●2016年6月17日（金）　世耕 石弘 近畿大学 広報部長

　近年、中央教育審議会の中で言及され
るなど、従来の一方通行の教え方とは違
う、アクティブラーニングが注目されて
います。アクティブラーニングに詳しい
講師の山地氏は、この春まで長崎大学に
おいて教育改善に携われており、今回本

学にてお話をいただきました。
　アクティブラーニングにはグループディスカッションやディベート
などがありますが、その一つ「ジグソー法」を参加者全員で実践しま
した。これは、ある課題を複数のパートに分け、そのパート毎にグル
ープ学習をし、その後、各パートの知識を持ち寄る形でメンバーを再
編し、課題全体を議論するものです。一人一人に役割が与えられるた
め、参加者の説明に熱が入りました。しかしアクティブラーニングに
も課題はあり、導入さえすればいいと言うことではありません。学習
内容の定着率向上、ひいては学生の汎用的能力を引き出すための必要
に応じた活用が求められます。【参加者】38名（教員20名、職員18名）

アクティブラーニングとその実践
第31回全学FDフォーラム

●2016年7月15日（金）
山地 弘起　独立行政法人大学入試センター
 入学者選抜研究に関する調査室　室長補佐　試験・研究副統括官

　本学ではキャリア教育について学生の
ニーズが高まるとともに、その議論が活
発になっています。これからのキャリア
教育を学ぶため、大阪大学の川嶋先生に
お話をいただきました。
　調査によると、学部の専門性と就職す

る職業との関連性が薄れつつあり、就職先も多様化しているとのこと。
そこで、大学ではあらゆる職業を超えて活用できる論理的思考力、創
造性、柔軟性、自立性といった汎用的な能力を教える必要が出てきま
した。ジェネリックスキルと言われる能力です。就職をするための教
育も必要だが、4年間の学士課程教育を通して、一生涯を通じて活用
できる能力であるジェネリックスキルを育成できるよう、それらの各
要素をカリキュラムに組み込んでいくことが、結果的にキャリア教育
となります。第31回に実施した「アクティブラーニング」はその要素
を育てるために必要な手法なのだと気づくことが出来ました。
【参加者】41名（教員19名、職員22名）

学士課程教育とキャリア教育
第32回全学FDフォーラム

●2016年7月22日（金）
川嶋 太津夫
　大阪大学　高等教育・入試研究開発センター センター長　教授

英語で授業を行うために~模擬講義を通して~
第33回全学FDフォーラム

　外国語による授業は、本学学生が受講
するためだけでなく、海外からの留学生
に本学を選んでもらうためにも必要とさ
れており、外国語での授業を増やすこと
が課題となっています。そこで本学教員
が模擬講義を行い、その秘訣や課題を共

有し、英語での授業を増やすことを目的として企画されました。籠谷准
教授は「Japanese Politics」を英語で教えており、本村教授は本学での
英語教育に関わる教員です。多くの教員の参加があり、議論は熱気を
帯びたものになりました。知らない単語を聞かせると学生は頭が真っ白
になるが、図を見せることで防ぐことができるのではないか、1コマ15
回の授業を持つのは準備も含め大変だが、複数の教員で3回程度持つの
ならできるのではないかといった意見が出されました。今回多くの教員
が英語で授業を行うことに関心を持っていることが分かり、今後の展開
が期待されます。【参加者】51名（教員37名、職員14名）

●2016年7月29日（金）
本村光江　本学経済学部教授／籠谷公司　本学経済学部准教授

第第１6１6回高校生フォーラム回高校生フォーラム

　歳からのメッセージ17
心を動かす、
まっすぐな言葉

表彰式

文
学
作
品
を
読
ん
で
い
る
よ

う
な
印
象
を
受
け
た
」
と
感

想
を
述
べ
た
う
え
で
、
池
澤

夏
樹
氏
編
『「
日
本
語
の
た
め

に
』
を
紹
介
。「
日
本
語
の
豊

か
さ
・
美
し
さ
を
知
り
、
こ

れ
か
ら
も
日
本
語
で
文
章
を

綴
る
こ
と
を
続
け
て
ほ
し
い
」

と
受
賞
し
た
高
校
生
た
ち
に

訴
え
か
け
た
。

　

続
い
て
審
査
委
員
を
務
め

た
読
売
新
聞
大
阪
本
社
編
集

委
員
の
吉
岡
康
生
氏
が
「
ど

の
作
品
も
素
晴
ら
し
い
の
一

言
に
尽
き
る
。
選
考
で
は
評

価
が
分
か
れ
大
い
に
迷
っ
た
。

ほ
と
ば
し
る
若
い
感
性
を
失

わ
な
い
た
め
に
も
書
く
こ
と

を
や
め
な
い
で
ほ
し
い
」
と

講
評
。
そ
の
後
、
表
彰
式
に

列
席
し
た
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

者
３
名
、
金
賞
受
賞
者
４
名
、

銀
賞
受
賞
者
２３
名
に
、
德
永

光
俊
学
長
か
ら
賞
状
や
副
賞

が
手
渡
さ
れ
た
。

　

第
２
部
は
、
受
賞
者
と
引

率
者（
保
護
者
・
高
校
教

諭
）、
本
学
関
係
者
が
交
流
す

る
懇
親
会
。
最
初
に
佐
藤
武

司
理
事
長
が
「
今
回
も
上
海

日
本
人
学
校
高
等
部
か
ら
の

応
募
が
あ
り
銀
賞
を
受
賞
さ

れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に

ふ
さ
わ
し
く
１７
歳
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
広
く
海
外
に
ま
で
認

知
さ
れ
て
い
る
」
と
挨
拶
し
、

全
員
で
乾
杯
。
そ
し
て
受
賞

し
た
高
校
生
た
ち
が
、
料
理

や
果
物
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を

楽
し
み
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
る
中
、

審
査
委
員
の
進
研
ア
ド
マ
ナ

ビ
ジ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
編
集
長
・

原
田
絵
里
子
氏
が
「
読
み
な

が
ら
泣
い
て
し
ま
っ
た
作
品

思
い
あ
ふ
れ
る
作
品
多
数

田
中
大
空
さ
ん

木
山
千
夏
さ
ん

新
崎
響
さ
ん



62016年12月第45号7 62016年12月 〈広報隊〉学生編集ページ版〈広報隊〉学生編集ページ版 第45号7



8第45号2016年12月

 〝なんかおもろい〟まち東淀川

　今年から地方創生支援企画をスタ
ートさせた江島由裕ゼミは、11月5
日（土）、６日（日）の2日間東急ハンズ
三宮店（神戸市）において、日本各地
の隠れた「キラッと光る一品」の販
売開拓、支援などを行う企画の第2
弾として、静岡県のメーカーが製造
する「ボトルシップ制作キット」の
店頭販売を実施。学生たちが授業で
学んだ知識をもとに、自らの力で商
品企画、販売にチャレンジした。

手作りの販売促進グッズを準備

　ゼミ生たちは、日本で唯一の木造
帆船模型メーカー「ウッディジョー」
と交渉し、販売の許諾を得る一方
で、手作りのPOPや、ボトルシップ
の制作過程がわかるプロモーション
ビデオを制作。船を入れる酒瓶も手
分けして集め、初心者でも気軽に始
められるよう工夫した。さらに、神
戸市海洋博物館ボトルシップ愛好会
にも協力を依頼し、販売スペースに

展示するための作品を制作してもら
った。リーダーの堀幸宜さん（3年）
は、「酒瓶の中に精巧な帆船を組み
立てるボトルシップは、限られた愛
好家の間でしか知られていない。も
っとボトルシップの魅力を広めたい」
と、企画販売への意欲を語った。

多くの年代の人々に魅力を訴求

　当日、ゼミ生たちは、展示され
た見事なボトルシップに見入る人々
に作品のすばらしさや制作過程の奥
深さなどをアピール。建元望花さん
（3年）は、「ボトルシップは年配男性
の趣味の世界だと思っていました
が、予想よりさまざまな年代の皆さ

んが興味をもってくれます。小学生
にも人気がありますね」と客層を分
析していた。チームワークが功を奏
し、２日間で目標を上回る15セット
を販売することができた。

ビジネスの流れを身につけるために

　「売り上げを多くあげることが目
標ではない」とする江島教授は、
この企画の意図を「商材発掘や販路
開拓、在庫管理から顧客への対応
まで、ビジネスの流れをしっかりと
体験すること」と位置づける。さら
に「ゼミでは自分たちで考え、行動
することを大切にしています。失敗
も経験するでしょうが、自分の力を
信じてがんばってほしいですね」と
学生たちにエールを送った。

　

季
刊 

郷
土
誌
「
大
阪
春
秋
」
第
１

６
４
号
の
特
集
「〝
な
ん
か
お
も
ろ

い
〞
ま
ち
東
淀
川
」
に
、
山
本
俊
一

郎
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
に
よ
る
記
事

「
学
生
が
語
る
東
淀
川
立
地
企
業
の
魅

力
」
が
掲
載
。
発
刊
を
記
念
す
る
イ

ベ
ン
ト（
東
淀
川
区
役
所
主
催
）が
、

１１
月
１５
日（
火
）午
後
７
時
か
ら
、
東

淀
川
区
役
所
３
階
区
民
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。

　

第
１
部
で
は
崇
禅
寺
住
職
の
西
岡

祖
秀
氏
が
、「
崇
禅
寺
と
三
宝
寺　

禅

の
は
じ
ま
り
は
東
淀
川
区
に
あ
り
」

の
テ
ー
マ
で
、
禅
宗
の
歴
史
や
禅
の

理
念
な
ど
に
つ
い
て
講
演
。
第
２
部

は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
企
業
と
学
生
が
語
る　

東
淀
川
立
地

企
業
の
魅
力
」。
特
集
記
事
に
関
わ
っ

た
山
本
ゼ
ミ
の
学
生（
１６
名
）を
代
表

し
、
谷
口
卓
弥
さ
ん
、
萩
原
渉
さ
ん
、

松
下
哲
也
さ
ん
の
３
名
と
、
特
集
で

紹
介
さ
れ
た
企
業（
７
社
）の
う
ち
３

社
の
担
当
者
が
参
加
し
た
。

　

司
会
進
行
を
務
め
た
山
本
教
授
は

冒
頭
、
学
生
が
企
業
の
魅
力
を
語
る

意
義
な
ど
に
つ
い
て
「
学
生
に
と
っ

て
は
、
Ｂ 

ｔ
ｏ 

Ｂ
企
業
な
ど
に
関

す
る
知
識
が
深
ま
る
、
就
職
活
動
の

幅
が
広
が
る
、
社
会
人
と
接
し
現
場

を
知
る
、
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」

と
説
明
。
さ
ら
に
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
生
み
出
す
た
め
に
は
発
想
の
転

換
が
必
要
。
若
者
と
コ
ラ
ボ
す
る
こ

と
で
気
づ
き
や
再
認
識
が
生
ま
れ
る
」

と
企
業
サ
イ
ド
の
メ
リ
ッ
ト
を
語
っ

た
。

　

続
い
て
学
生
た
ち
が
、
担
当
し
た

企
業
の
沿
革
や
業
務
内
容
、
商
品
の

特
徴
な
ど
を
紹
介
。
各
企
業
の
魅
力

や
こ
だ
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
も
、
調

査
や
分
析
結
果
を
報
告
。「
設
備
が
先

進
的
で
驚
い
た
」「
顧
客
と
の
関
わ
り

を
大
切
に
し
て
い
る
」「
品
質
を
重
視

し
て
い
る
」
な
ど
、
学
生
目
線
の
率

直
な
感
想
も
披
露
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
た
ち
は
３
社
に
対
し

て
「
東
淀
川
で
育
っ
た
木
で
ギ
タ
ー

を
作
れ
ま
す
か
？
」「
寒
暖
兼
用
の
生

地
は
開
発
で
き
ま
す
か
？
」「
災
害
時

の
乾
パ
ン
を
も
っ
と
柔
ら
か
く
美
味

し
く
で
き
ま
す
か
？
」
な
ど
、
新
商

品
の
開
発
を
見
据
え
た
素
朴
な
質
問

や
提
案
を
投
げ
か
け
、
３
社
の
担
当

者
は
、
現
状
や
実
現
可
能
性
な
ど
に

つ
い
て
丁
寧
に
答
え
て
い
た
。

　

最
後
に
山
本
教
授
は
、「
今
後
も
い

ろ
い
ろ
な
企
業
な
ど
と
つ
な
が
り
、

東
淀
川
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
締
め
く
く

っ
た
。

　

本
学
は
、
訪
日
外
国
人
客
の

地
方
へ
の
誘
客
と
消
費
拡
大
を

め
ざ
す
、
独
立
行
政
法
人
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
近
畿
本
部
、

近
畿
経
済
産
業
局
主
催
「
関
西

産
業
観
光
博
覧
会
／
１０
月
２３
日

（
日
）
〜
１１
月
２１
日（
月
）」
に
、

大
学
で
唯
一
、
ブ
ー
ス
を
出
展
。

さ
ら
に
、
本
学
の
留
学
生（
中

国
・
モ
ン
ゴ
ル
・
ベ
ト
ナ
ム
・

タ
イ
）が
１０
月
２３
日（
日
）・
１１

月
６
日（
日
）・
１２
日（
土
）・
１９

日（
土
）の
４
日
間
、
全
出
展
ブ

ー
ス
の
展
示
内
容
・
方
法
に
つ

い
て
、
外
国
人
目
線
の
評
価
活

動
を
実
施
し
た
。

　

２
０
１
６
年
８
月
に
本
学
中

小
企
業
・
経
営
研
究
所
は
、
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
近
畿
本

部
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

て
お
り
、
当
博
覧
会
へ
の
出
展

や
評
価
活
動
も
、
そ
の
連
携
事

業
の
一
環
。
海
外
か
ら
の
個
人

旅
行
客
な
ど
を
対
象
と
し
た
取

り
組
み
が
外
国
人
に
ど
の
よ
う

に
伝
わ
る
の
か
を
中
心
に
調
査

し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
の
は
関
西
国

際
空
港
・
第
一
タ
ー
ミ
ナ
ル

１
・
２
階
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

や
駅
コ
ン
コ
ー
ス
・
南
広
場
で
、

出
展
し
た
の
は
関
西
を
中
心
と

し
た
自
治
体
な
ど
３１
団
体
６９
ブ

ー
ス
。
評
価
活
動
初
日
の
１０
月

２３
日（
日
）に
は
、
経
営
学
部
の

太
田
一
樹
教
授
と
須
佐
淳
司
准

教
授
の
指
導
の
も
と
、
留
学
生

１２
名
、
日
本
人
学
生
３
名
の
計

１５
名
が
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
出
展
ブ
ー
ス
の
担
当

者
に
日
本
語
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

最
初
は
遠
慮
が
ち
だ
っ
た
留
学

生
た
ち
も
徐
々
に
取
材
の
コ
ツ

を
つ
か
み
、
提
供
さ
れ
て
い
る

特
産
品
の
試
食
や
試
飲
な
ど
を

し
な
が
ら
、
熱
心
に
メ
モ
を
取

る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

取
材
終
了
後
、
留
学
生
た
ち

は
、
担
当
し
た
出
展
ブ
ー
ス
に

つ
い
て
、
外
国
人
に
対
す
る
説

明
や
表
記
、
接
客
な
ど
に
つ
い

て
の
感
想
や
意
見
な
ど
を
評
価

シ
ー
ト
に
丁
寧
に
記
入
。

　

ま
た
評
価
を
行
っ
た
留
学
生

の
代
表
６
名
に
よ
る
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
が
、
午
後
３
時
５５
分
か

ら
南
広
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

行
わ
れ
、
日
本
の
風
習
・
習
慣

で
驚
い
た
こ
と
、
関
西
の
魅
力

な
ど
に
つ
い
て
、「
交
通
機
関
の

ダ
イ
ヤ
が
正
確
」「
四
季
の
美
し

さ
が
魅
力
」
な
ど
と
率
直
な
感

想
を
述
べ
て
い
た
。

おもろい東淀川
歴史あり！ にぎわいあり！

マーケティング、販売、
マネジメントを実体験

「こだわりのボトルシップ制作キット」を販売支援

経営学部
江島由裕ゼミ

関
西
産
業
観
光
博
覧
会

外
国
人
観
光
客
へ
の
取
り
組
み
を

同
じ
目
線
で
分
析
調
査

キラっと光る一品 第2弾

再発見
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地域猫を知ろう

弦間一雄
ゼミ

　

商
店
街
の
活
性
化
を
め
ざ
し
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
一
環
と
し
て
、
夏
休
み
期
間

中
の
８
月
１８
日（
木
）
〜
２１
日（
日
）の
４
日

間
、
千
林
商
店
街（
大
阪
市
旭
区
）の
催
事
会

場
「
く
ら
し
エ
ー
ル
館
」
２
階
で
、
天
然
石

や
ビ
ー
ズ
を
使
っ
た
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
販
売
し
ま
し
た
。
レ
ン
タ
ル
ス

ペ
ー
ス
の
一
画
が
空
い
て
お
り
、
無
料
で
使

わ
な
い
か
と
い
う
提
案
を
い
た
だ
い
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。

　

商
品
と
し
て
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
・
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
選
ん
だ
の
は
、
大
学
１
年
の
時
か
ら

独
学
で
オ
ー
ダ
ー
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
制
作
し
、

母
の
人
脈
を
通
じ
て
販
売
し
て
い
た
か
ら
で

す
。
オ
ー
ダ
ー
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
に
対
す
る
需

要
や
私
の
作
品
に
対
す
る
客
観
的
な
評
価
も

知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
個
１
０
０
０
〜
３
０
０
０
円
で

販
売
し
、
売
れ
行
き
は
上
々
で
し

た
。
ま
た
、
商
品
を
際
立
た
せ
る
た
め
の

店
内
レ
イ
ア
ウ
ト
や
集
客
の
た
め
の
動
線
づ

く
り
に
工
夫
を
重
ね
、
お
客
さ
ん
の
楽
し
そ

う
な
顔
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
た
だ
し
利
益
計
算
と
い
う
部
分
で
は
、

事
前
に
販
売
士
の
資
格
な
ど
も
取
得
し
て
い

ま
し
た
が
、
知
識
と
実
践
は
違
う
こ
と
を
痛

感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
の
担
当
者
・
友

人
・
家
族
な
ど
、
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
多

く
の
人
の
関
わ
り
が
必
要
な
こ

と
も
知
り
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
中
小
企
業

の
復
興
支
援
や
、
創
業

の
サ
ポ
ー
ト
、
承
継
者

対
策
な
ど
の
仕
事
に
携

わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
祖
父
や
父
が
自
営
業
を
営

ん
で
い
る
の
で
、
資
金
繰
り
の
大
変
さ
も
知

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
親
身
に
な
っ
て
中
小
企
業
の
声
に
耳
を

傾
け
支
援
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

経
済
学
部
・
本
村
光
江
ゼ
ミ
の
３
年
生
１４

名
が
「
地
域
猫
を
知
ろ
う
」
の
テ
ー
マ
で
、

大
樟
祭
開
催
中
の
１０
月
２９
日（
土
）、
３０
日

（
日
）の
２
日
間
、
Ｊ
館
１
階
で
パ
ネ
ル
展
示

会
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
本
学
周
辺
で
も
起
こ

っ
て
い
る
野
良
猫
の
問
題
や
、
地
域
猫
活
動
、

大
阪
市
の
助
成
事
業
な
ど
に
関
し
て
調
査
し

報
告
し
た
も
の
。

　

本
村
教
授
は
「
現
在
、
野
良
猫
に
対
す
る

エ
サ
や
り
や
糞
尿
被
害
で
住
民
間
に
争
い
が

起
き
て
い
る
地
域
が
多
く
、
野
良
猫
に
避

妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
、
地
域
住
民
が
管
理

し
て
い
く
地
域
猫
活
動
に
つ
い
て
考
え
て
ほ

し
か
っ
た
」
と
活
動
の
狙
い
を
語
る
。　

　

今
回
の
調
査
に
よ
り
、「
も
と
も
と
動
物
が

好
き
だ
っ
た
が
、
社
会
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
な

ど
の
問
題
を
知
り
、
知
識
が
広
が
っ
た
。
卒

業
後
の
社
会
貢
献
に
つ
な
げ
た
い
」
と
ゼ
ミ

リ
ー
ダ
ー
の
栗
本
浩
輔
さ
ん
。
ま
た
展
示
会

の
準
備
を
率
い
た
山
本
晨
鳳
魁（
シ
ン
ホ
オ
）

さ
ん
は
「
地
域
猫
活
動
に
つ
い
て
根
本
か
ら

勉
強
し
理
解
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」
と
振

り
返
り
な
が
ら
、「
リ
ー
ダ
ー
的
な
立
場
を
経

験
で
き
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
お
互

い
の
情
報
交
換
の
必
要
性
を
実
感
で
き
た
」

と
自
ら
の
成
長
を
語
る
。

　

本
村
教
授
は
最
後
に
、「
動
物
福
祉
を
考
え

る
こ
と
で
、
ゼ
ミ
生
に
は
、
相
手
の
立
場
を

思
い
や
る
な
ど
人
間
社
会
の
弱
者
へ
の
視
点

も
培
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
示
し
た
。

　

西
宮
市
の
企
業
と
大
学
生
を
つ
な
ぐ
就
職

支
援
サ
イ
ト
「
サ
ク
ラ
ナ
ビ
」
で
、
学
生
記

者
を
務
め
て
い
ま
す
。
サ
ク
ラ
ナ
ビ
は
西
宮

市
が
西
宮
商
工
会
議
所
か
ら
運
営
を
引
き
継

ぎ
、
８
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
も
の
で
、
私
た
ち
大
学
生（
１２
〜
１３
名
）

が
記
者
と
し
て
関
わ
り
、
大
学
生
目
線
の
企

画
や
記
事
の
執
筆
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
全
く
物
怖
じ
し
な
い
タ
イ
プ
で
、
常

に
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
サ
ク
ラ
ナ
ビ
の
活
動
に
も

「
素
晴
ら
し
い
体
験
が
で
き
る
」
と
思
い
、
た

め
ら
う
こ
と
な
く
参
加
し
ま
し
た
。
ゼ
ミ
で

企
業
研
究
を
し
て
い
ま
す
が
、
就
職
活
動
が

目
前
に
迫
っ
て
お
り
、
他
の
学
生
が
し
て
い

な
い
経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
成
長
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
西
宮
市
長
が
出
席

す
る
会
合
な
ど
で
も
積
極
的
に
発
言
し
た
こ

と
で
進
行
役
に
抜
擢
さ
れ
る
な
ど
、
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
自
信
も
培
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
入
社
後
の
早
期
離
職
が
増
え
、
学

生
と
企
業
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
サ
ク
ラ
ナ
ビ
の
取
材
で
は
企
業
の
奥
深

く
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
売
り

上
げ
や
給
与
な
ど
の
数
字
だ
け
で
な
く
、
働

く
人
や
社
内
の
雰
囲
気
な
ど
が
伝
わ
る
よ
う

な
記
事
を
作
り
掲
載
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

ま
た
大
学
卒
業
後
は
、
４０
年
以
上
に
わ
た

り
何
か
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

か
ら
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
楽
し
さ
は
絶

対
に
必
要
。
私
を
含
む
大
学
生
が
、
そ
の
よ

う
な
企
業
を
発
見
で
き
る
一
助
に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
当
面
の
目
標
は
大
経
大
を

首
席
で
卒
業
す
る
こ
と
。
そ
し
て
総
合
的
な

体
験
が
で
き
る
よ
う
な
中
小
企
業
に
就
職
し
、

将
来
の
起
業
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

弦
間
一
雄
ゼ
ミ
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

だ
作
品
が
、
新
聞
広
告
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
コ

ン
テ
ス
ト
で
「
学
生
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
『
俺
』
に
し
た
い
」
と
い
う
コ
ピ

ー
は
、「
日
本
語
な
ら
で
は
の
葛
藤
を
切
り
取

っ
た
視
点
が
新
し
い
」、「
自
分
の
成
長
を
一

人
称
の
変
化
で
表
現
し
た
」
な
ど
の
講
評
を

審
査
員
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
語
は
僕
・
俺
、
私
な
ど
一
人
称
が
豊

富
で
、
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
最
初
は
、
一
人
称
ば
か
り
を
並
べ

た
作
品
を
創
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
整
理
し

て
、
こ
の
形
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
イ

ラ
ス
ト
と
デ
ザ
イ
ン
も
自
作
で
す
。
小
さ
い

時
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、
画
像
編
集

ソ
フ
ト
を
使
っ
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

人
間
科
学
部
に
入

学
し
た
の
は
、
メ
デ

ィ
ア
社
会
コ
ー
ス
で
広
告

表
現
に
つ
い
て
勉
強
で
き
る
と
知
っ
た
か
ら

で
す
。
高
校
時
代
に
、
著
名
な
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
が
手
が
け
た
広
告
を
見
て
、
コ
ピ
ー
の

持
つ
力
に
惹
か
れ
、
独
学
で
少
し
ず
つ
勉
強

し
て
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
今
回
の
受
賞

は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
広
告
の
世
界

の
プ
ロ
か
ら
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
自
信
に
な

り
ま
し
た
し
、
甘
い
世
界
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
卒
業
後
、
広
告
制
作

や
販
促
の
分
野
で
活
躍
し
た
い

気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

め
ざ
し
て
い
る
の
は
、
わ

か
り
や
す
く
、
ク
ス
ッ
と
笑

え
る
よ
う
な
広
告
コ
ピ
ー
で

す
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
新
し
い
魅
力
を
発
見
し
、

そ
れ
を
シ
ン
プ
ル
な
表
現
で
人
々
に
届
け
、

社
会
を
明
る
く
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
今

は
、
自
身
や
作
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

商
品
販
売
で
学
ん
だ
こ
と

体
験
で
得
た
視
点
を
活
か
す

表
現
で
社
会
を
明
る
く

山本奈美さん（経営学部第2部3年生）

げ
ま
し
た

告

まや気
い
て

DAIKEIDAI

PRIDE
STUDENTS

 「地域猫活動」で養われる
社会福祉貢献の意識

吉野忠男
ゼミ 黒瀬徳洋さん（経営学部第2部3年生） 吉野忠男

ゼミ

本村光江
ゼミ

宇賀勇太さん（人間科学部3年生）
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茶道部茶道部茶道部茶道部茶道部

濱部翔さん
（情報社会学部3年生）

　人間科学部から初めて中学「社会」の教員となった。現在堺市
立浜寺南中学校で１年生のクラスを担任。ソフトテニス部の顧問
としても活躍している。学生時代の経験を生かし、全力で子ども
たちの教育に取り組んでいる土井先生の日常を紹介しよう。

中学校教諭：土井健太郎さん（人間科学部［80回卒］）

●アイデアあふれる授業

　11月10日（木）。この日の２時間目は、
クラス担任を務める1年４組での歴史の
授業だ。始業のチャイムとともに、土
井先生は大きな張りのある声で生徒た
ちとあいさつする。その後、おもむろ
に袋から何やら取り出すと、一人の男子
生徒を呼んで「ちょんまげのカツラ」を
かぶせた。生徒たちが不思議がってい
る間に、今日の授業のテーマである「武
士の登場」という文字を黒板に大きく
書く。時代劇のカツラで、サムライ・武
士を連想させる奇抜な導入で、生徒の
心を授業に引き込んでいた。
　手作りのプリントにも、工夫が凝ら
されていた。歴史用語を空欄に記入す
るだけでは終わらない。「なぜ平安時代
に武士が登場し、勢力を伸ばしていっ
たのか」、生徒たちは当時の絵巻物を見
ながら、先生のアドバイスをヒントに、
自分なりに考え、わかったことを記入し
ていく。さらに、班に分かれて歴史の
出来事について意見を交換するグループ
ワークにも挑戦。
　生徒たちから出た意見には、良けれ
ばほめるだけでなく、見当はずれであっ
ても温かいコメントを返すなど、常に
コミュニケーションを忘れず、クラスを
どのように盛り上げるかを考えている。
言葉をかけ、さまざまな作業を進め、
集中が途切れることがない。「共に育つ
＝共育（きょういく）」のあるべき姿が見
られ、実にフレンドリーな授業だった。

●教員試験合格はスタート台

　授業終了後、土井さんに本学在学中
の思い出を語ってもらった。教職サーク

ル「教師のたまご」に2年生から参加し、
友人たちと何度も面接の練習をして、ど
んな先生になりたいかのイメージを固め
ていったという。また、自治体のスクー
ルサポーターとなって、多くの中学生や
教員と交流をもった。「当時、現役の先
生からいいところをたくさん盗みました」
と笑う。また、堺市主催の「堺・教師ゆ
め塾」にも参加。同じ堺市で教員をめ
ざす学生たち、現役の先生、さらに各方
面で活躍している方 と々交流を深め、視
野を広げていった。ゆめ塾で出会った
人 と々の絆は、今も続いている。
　ソフトテニス部の顧問としては、目標
を達成する喜びを味わってもらいたい
と思っている。生徒の自主性を尊重しつ
つ、人格を形成する場としての課外活
動の重要性を認識し、時には厳しい言
葉もかける。
　最後に教師をめざす後輩へのメッセ

ージをもらった。「採用試験の合格がゴ
ールじゃない。そこからがスタート。そ
れまでに、机の上の勉強だけでなく、
さまざまなところに飛び込んで経験を
重ねてほしいですね」。インタビューの
最後まで、明るくパワフルな笑顔で応
えてくれた。

KAWARABAN

教職教職教職

　

写
真
部
で
は
現
在
、
１
〜

４
年
生
の
６４
名
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
年
に
数
回（
春
夏
秋

冬
）撮
影
会
に
出
か
け
、
大
樟

祭
を
含
む
学
内
２
回
と
学
外

２
回
の
展
示
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
秋
の
学
内
展
示（
大
樟

祭
）で
は
毎
年
、「
永
遠
と
一

瞬
」「
人
工
と
自
然
」
な
ど
の

対
比
す
る
テ
ー
マ
を
設
定
。

今
年
は
「
濃
と
淡
」
を
表
現

　

茶
道
部（
裏
千
家
）の
部
員

は
現
在
、
男
子
２４
名
・
女
子

２８
名
の
計
５２
名
。
学
内
行
事

と
し
て
は
、
新
入
生
歓
迎
や

大
樟
祭
の
野
点
、
教
育
懇
談

会
で
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た
点
出
し
、
学
外
行
事
と
し

て
は
、
大
隅
西
小
学
校
・
ふ

れ
あ
い
祭
で
小
学
生
を
対
象

と
し
た
点
出
し
、
芸
術
会
学

生
や
一
般
市
民
を
対
象
と
し

す
る
作
品
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
展
示
会
に
は
、
部
員
は

１
人
３
作
品（
上
限
１０
作
品
）

を
提
出
し
て
無
記
名
投
票
を

行
い
、
上
位
に
な
っ
た
作
品

を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
は
カ
ラ
ー
写

真
の
み
で
し
た
が
、
写
真
部

の
伝
統
と
し
て
モ
ノ
ク
ロ
の

フ
ィ
ル
ム
写
真
も
撮
り
続
け

て
い
ま
す
。

藤本彩花さん
（経営学部3年生）

た
西
宮
・
広
田
山
荘（
廣
田

神
社
）で
の
秋
季
単
独
茶
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
広

田
山
荘
で
の
茶
会
は
、
４
年

生
部
員
に
と
っ
て
は
茶
道
生

活
の
集
大
成
と
な
る
行
事
で

す
。

　

茶
道
部
と
い
う
と
、
硬
い

イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
よ
う

で
す
が
、
毎
週
月
曜
・
水
曜

の
練
習
も
、
常
に
楽
し
く
和

や
か
な
雰
囲
気
で
実
施
し
て

お
り
、
ラ
ー
メ
ン
ツ
ア
ー
な

ど
部
活
以
外
の
遊
び
の
行
事

も
豊
富
で
す
。
女
子
部
員
も

多
い
の
で
、
茶
道
に
興
味
の

あ
る
人
は
気
軽
に
見
学
に
来

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

２
年
生
の
１２
月
か
ら
部
長

を
務
め
て
い
ま
す
が
、
人
と

接
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
向
上
し
ま
し
た
。
こ
の

経
験
は
就
職
活
動
で
も
大
い

に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
写
真
部
に
入
っ
た
き

っ
か
け
は
、
写
真
部
の
撮
影

会
に
参
加
し
て
楽
し
そ
う
だ

な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
２

年
生
の
冬
か
ら
部
長
を
務
め

て
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
つ
な
が
り
が
で
き
て
友

だ
ち
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、

以
前
は
自
分
の
こ
と
で
精
一

杯
で
し
た
が
、
リ
ー
ダ
ー
を

経
験
し
た
こ
と
で
全
体
を
見

渡
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

写真部写真部写真部写真部写真部

学内外で
積極的に活動！

「生徒と共に育つ」を信念に、
笑顔でクラスをまとめる

DAIKEIDAI

PRIDEPRIDE
CULTURE

2016年度　教員採用試験結果合格者　　2016.12.1現在
卒業年月 学部学科 氏名 採用自治体 教科

2017年3月
卒業予定 経済学部経済学科 真木健寿 堺市 小学校

2017年3月
卒業予定 経営学部第１部経営学科 辻井沙弥 東京都 小学校

2016年3月 人間科学部人間科学科 宮城倫久 堺市 小学校
2015年3月 人間科学部人間科学科 志水啓起 大阪府 小学校
2015年3月 人間科学部人間科学科 松並将平 大阪府 小学校
2015年3月 人間科学部人間科学科 花村裕介 大阪府／高校 保健体育
2014年3月 人間科学部人間科学科 富田達也 大阪府／高校 保健体育
2014年3月 人間科学部人間科学科 井野翔太 神戸市 小学校
2013年3月 経営学部第１部経営学科 木村誠 奈良県 特別支援
2013年3月 経営学部第２部経営学科 西内沙織 大阪府／高校 商業
2013年3月 人間科学部人間科学科 平山篤 大阪府／高校 保健体育
2012年3月 人間科学部人間科学科 出口琴枝 京都府 小学校
2011年3月 人間科学部人間科学科 新井健太郎 大阪府／高校 保健体育
2009年3月 経済学部経済学科 山本一郎 大阪府／中学校国語
2008年3月 経済学部地域政策学科 三根佳祐 大阪府／高校 地理歴史公民
※大学に報告のあった方のみ掲載
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VOICE
●近藤信彰 監督
　オフェンスは準備していた
ことがほぼ成功しましたが、
守備では立ち上がり相手の
力強さを抑えられなかった。
このあたりは課題としてあり
ますが、QBの原が抜けた穴

を全員で埋めようという気概、チーム一丸となって戦
う姿勢など、確かな手ごたえを感じています。また、
若いコーチ陣の相手チームと試合の状況を分析する
力、劣勢をアジャストする力も向上しており、頼もし
く感じています。我々は決して強くありません。です
から、まだ先を見据えることはできませんが、2部昇
格という目標に向かって、相手チームの胸を借りるつ
もりで一戦一戦しっかりと戦っていきます。

●新田達也 主将（4年生）
　サイドラインの選手がしっかりと走ってチームを盛り
上げてくれたこと、第3クォーター以降のディフェンス
で押し返せたことが今日の勝因ではないでしょうか。
ただ、僕を含め序盤の戦いぶりなどミスが多かった。
反省点ですね。今後も主力選手の負傷などアクシデン
トもあると思いますが、この試合でも、代わってQBを
務めた藤本が活躍してくれたように、みんなでカバー
していきます。僕たちボンバーズのスローガンは「挑
越」。課題や壁に果敢に挑み、それを越えていくこと
を合言葉に頑張っています。まだまだ道半ばですが、
オフェンス、ディフェンスともに磨きをかけていきます。

昇
格
に
向
け
て

関西秋季リーグで、
最高のスタートダッシュを飾る！

硬
さ
の
あ
っ
た
前
半

リ
ー
ド
を
許
す
展
開
に

　

１０
月
８
日（
土
）王
子
ス
タ

ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
第
３
戦

の
相
手
は
、
同
じ
く
連
勝
で

波
に
乗
る
京
都
工
芸
繊
維
大

学
「
ク
ー
ガ
ー
ズ
」。
実
力
は

伯
仲
、
選
手
・
コ
ー
チ
陣
と

も
に
２
部
昇
格
に
向
け
て
負

け
ら
れ
な
い
戦
い
と
意
気
込

ん
で
臨
ん
だ
。

　

序
盤
は
ク
ー
ガ
ー
ズ
の
力

強
い
攻
撃
に
苦
し
め
ら
れ
る
。

第
１
ク
ォ
ー
タ
ー
早
々
に
先

制
を
許
す
と
、「
パ
ワ
ー
プ
レ

ー
に
や
ら
れ
た
」「
戸
惑
っ

た
」
と
近
藤
監
督
、
新
田
主

将
が
振
り
返
っ
た
よ
う
に
ぎ

こ
ち
な
い
攻
守
に
終
始
。
第

２
ク
ォ
ー
タ
ー
で
は
持
ち
直

し
開
始
１
分
も
立
た
な
い
う

ち
に
Ｒ
Ｂ
藤
本
の
タ
ッ
チ
ダ

ウ
ン
な
ど
で
同
点
に
追
い
つ

き
、
徐
々
に
相
手
を
押
し
込

み
始
め
る
。
と
こ
ろ
が
、
再

び
ク
ー
ガ
ー
ズ
に
追
加
点
を

許
し
て
し
ま
う
と
、
ア
ク
シ

デ
ン
ト
が
発
生
。
好
パ
ス
を

配
給
し
て
い
た
Ｑ
Ｂ
の
原
が
、

相
手
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
の
接

触
プ
レ
ー
で
負
傷
し
交

代
。
７
点
の
ビ
ハ
イ
ン
ド

と
不
安
を
残
し
た
ま
ま
前

半
を
終
え
た
。

守
備
に
リ
ズ
ム
！

６７
ヤ
ー
ド
独
走
Ｔ
Ｄ
！

　

突
然
に
司
令
塔
を
失
う
と

の
差
を
詰
め
、
１
人
抜
き
去

り
２０
位
で
３
区
の
内
山（
１

年
）へ
。
内
山
は
大
学
入
学
後

初
の
大
舞
台
、
緊
張
か
ら
か

本
来
の
走
り
が
で
き
ず
に
順

位
を
落
と
し
て
し
ま
い
、
４

区
の
主
将
の
山
口（
４
年
）へ
。

山
口
は
主
将
の
意
地
で
前
を

追
っ
た
が
焦
り
か
ら
か
、
順

位
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

５
区
の
塚
本（
２
年
）へ
。
制

限
時
間
に
間
に
合
わ
ず
、
当

初
の
目
標
と
し
て
い
た
「
襷

を
最
後
ま
で
繋
ぐ
」
と
い
う

目
標
は
こ
こ
で
つ
い
え
て
し

ま
っ
た
。
塚
本
は
気
持
ち
を

切
り
替
え
て
走
り
、
粘
り
の

走
り
で
順
位
を
キ
ー
プ
し
６

　

６
月
１８
日（
土
）、
西
京
極

陸
上
競
技
場
で
「
秩
父
宮
賜

杯
第
４８
回
全
日
本
大
学
駅
伝

対
校
選
手
権
大
会
関
西
学
連

出
場
大
学
選
考
競
技
会
」
が

行
わ
れ
、
総
合
３
位
で
１１
月

６
日（
日
）実
施
の
全
日
本
大

学
駅
伝
の
出
場
権
を
２
年
ぶ

り
に
獲
得
し
た
。
昨
年
出
場

で
き
な
か
っ
た
分
、
今
年
に

か
け
る
思
い
は
一
段
と
強
い

も
の
が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
本
番
、
ス

タ
ー
ト
地
点
に
は
大
学
関
係

者
な
ど
多
く
の
方
々
が
応
援

に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。

　

み
ん
な
が
見
守
る
中
、
ま

ず
は
レ
ー
ス
の
流
れ
を
左
右

す
る
１
区
に
絶
対
的
エ
ー
ス

の
高
橋（
４
年
）が
出
走
。
中

間
地
点
ま
で
先
頭
集
団
で
レ

ー
ス
を
進
め
て
い
た
が
、
急

激
な
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
よ
っ

て
集
団
が
分
か
れ
、
そ
し
て

後
半
は
少
し
力
み
が
出
て
し

ま
い
、
結
果
２１
位
で
２
区
の

藤
山（
３
年
）へ
中
継
。
藤
山

は
落
ち
着
い
た
走
り
で
前
と

　

ラ
グ
ビ
ー
部
は
、

１
９
６
６
年
か
ら
３７
年
間

の
長
き
に
わ
た
り
関
西
大

学
Ａ
リ
ー
グ
に
在
籍
し
、

来
年
で
８０
周
年
を
迎
え

る
、
歴
史
も
実
績
も
あ
る

チ
ー
ム
で
す
。
し
か
し
、

２
０
１
１
年
に
Ｃ
リ
ー
グ

に
降
格
、
Ｂ
リ
ー
グ
に
復

帰
し
て
か
ら
も
８
位
／
８

位
／
６
位
／
１０
位
と
良
い

成
績
を
収
め
る
こ
と
が
出

来
て
い
ま
せ
ん
。
部
員
数

も
減
少
し
、
こ
の
ま
ま
ラ

グ
ビ
ー
部
は
、
衰
退
し
て

し
ま
う
の
で
は
無
い
か
と

懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

始
ま
っ
た
２
０
１
６
シ
ー

ズ
ン
、
主
将
の
西
川
は
、

大
経
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の
途

切
れ
た
伝
統
を
新
た
に
創

出
す
る
と
宣
言
し
ま
し

た
。　

新
体
制
の
下
、
課

さ
れ
る
厳
し
い
練
習
を
チ

ー
ム
メ
イ
ト
と
共
に
練
習

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
毎

日
走
っ
て
ば
か
り
の
練
習

に
「
あ
れ
じ
ゃ
あ
ラ
グ
ビ

ー
部
じ
ゃ
な
く
て
陸
上
部

だ
」
と
他
部
に
笑
わ
れ
た

日
も
あ
り
ま
し
た
。
練
習

に
耐
え
き
れ
ず
チ
ー
ム
を

去
る
仲
間
が
い
た
日
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
大

経
大
ラ
グ
ビ
ー
部
が
変
わ

る
為
に
、
改
革
の
手
を
緩

め
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

１１
月
１３
日（
日
）大
阪
大

学
に
２４
対
２４
で
引
き
分
け

ま
し
た
。
選
手
は
負
け
た

よ
う
に
肩
を
落
と
し
、
涙

を
流
し
ま
し
た
。
我
々
は

ま
だ
勝
利
に
手
が
届
き
ま

せ
ん
。

　

是
非
こ
の
記
事
を
大
切

に
お
取
り
置
き
く
だ
さ
い
。

い
つ
か
「
今
日
の
ラ
グ
ビ

ー
部
の
栄
光
は
、
こ
の
引

き
分
け
か
ら
始
ま
っ
た
」
と

言
っ
て
頂
け
る
記
事
に
な
る

は
ず
で
す
。
そ
れ
は
我
々

が
こ
の
歩
み
を
止
め
な
い

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

陸上競技部陸上競技部陸上競技部陸上競技部陸上競技部

若きチーム 今
後
の
レ
ー
ス
にに

期
待
大

全日本大学駅伝

区
の
松
原（
１
年
）へ
中
継
。

松
原
は
ペ
ー
ス
配
分
に
戸
惑

い
な
が
ら
も
、
１
年
生
か
ら

全
日
本
大
学
駅
伝
出
場
と
い

う
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
。

７
区
の
福
島（
３
年
）は
最
後

の
上
り
で
苦
し
く
な
っ
た
が

粘
り
を
見
せ
ア
ン
カ
ー
に
襷

を
繋
い
だ
。
８
区
の
ア
ン
カ

ー
の
古
井（
２
年
）は
持
ち
味

の
粘
り
強
さ
を
発
揮
し
、
好

タ
イ
ム
で
最
長
区
間
を
走
り

切
り
、
最
後
に
順
位
を
上
げ

大
経
大
の
意
地
を
見
せ
つ
け

た
。

　

今
大
会
で
は
思
う
よ
う
な

レ
ー
ス
が
で
き
ず
２０
位
だ
っ

た
が
、
８
区
間
中
４
年
生
は

２
名
と
、
若
い
チ
ー
ム
構
成

と
な
っ
て
お
り
、
今
回
得
た

経
験
を
活
か
せ
れ
ば
、
今
後

の
レ
ー
ス
に
期
待
が
も
て
る
。

そ
し
て
「
襷
を
最
後
ま
で
繋

ぐ
・
打
倒
関
東
勢
」
と
い
う

目
標
を
伊
勢
路
に
残
し
た
ま

ま
な
の
で
、
次
年
度
こ
そ
借

り
を
返
す
た
め
、
伊
勢
路
に

戻
り
、
大
暴
れ
し
た
い
。

伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝大奮闘！ムムムムムムムムムムムムムムムムムが

アメリカンアメリカン
フットボール部フットボール部
アメリカンアメリカン
フットボール部フットボール部
アメリカン
フットボール部

い
う
緊

急
事
態
に
も

関
わ
ら
ず
、
選
手
は
、
近
藤

監
督
が
「
成
長
が
見
え
た
」

と
目
を
細
め
た
全
員
プ
レ
ー

で
し
っ
か
り
と
カ
バ
ー
。「
コ

ー
チ
陣
の
的
確
な
指
示
の
お

か
げ
」
と
い
う
粘
り
強
い
デ

ィ
フ
ェ
ン
ス
で
リ
ズ
ム
を
つ

か
む
と
、
第
３
ク
ォ
ー
タ
ー

に
は
相
手
キ
ッ
ク
オ
フ
の
ボ

　

秋
の
大
会
に
臨
ん
で
い
る
ア
メ
フ
ト
部
「
ボ
ン
バ

　

秋
の
大
会
に
臨
ん
で
い
る
ア
メ
フ
ト
部
「
ボ
ン
バ

ー
ズ
」
が
強
い
！

ー
ズ
」
が
強
い
！  

66
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
る

チ
ー
ム
で
争
わ
れ
る
33
部
Ｂ
ブ

部
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
で
、
開
幕
か
ら

ロ
ッ
ク
で
、
開
幕
か
ら
33
連
勝
と
、
目
標
と
す
る

連
勝
と
、
目
標
と
す
る
22

部
昇
格
に
向
け
て
快
調
な
滑
り
出
し
を
見
せ
て
い
る
。

部
昇
格
に
向
け
て
快
調
な
滑
り
出
し
を
見
せ
て
い
る
。

ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
Ｒ

Ｂ
西
田
の
６７
ヤ
ー
ド
独
走
タ

ッ
チ
ダ
ウ
ン
な
ど
で
イ
ー
ブ

ン
に
。
最
終
第
４
ク
ォ
ー
タ

ー
で
は
、
こ
こ
ま
で
す
べ
て

の
ト
ラ
イ
・
フ
ォ
ー
・
ポ
イ

ン
ト
で
キ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ

て
い
た
Ｒ
Ｂ
高
橋
が
、
相
手

陣
内
２２
ヤ
ー
ド
地
点
か
ら
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ゴ
ー
ル
を
決
め

て
こ
の
試
合
初
め
て
の
リ
ー

ド
を
奪
う
。
そ
の
後
は
ク
ー

ガ
ー
ズ
の
攻
撃
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
て
試
合
終
了
。

勝
ち
点
３
を
積
み
上
げ
て
、

目
標
に
ま
た
一
歩
近
づ
い
た
。

開
幕
３
連
勝
！

快
進
撃
！

ラグビー部ラグビー部ラグビー部ラグビー部ラグビー部

のために勝利す
べ
て
は

DAIKEIDAI

PRIDEPRIDE
SPORTS

ス
を

原
が
、

の
接

交ド前

い
う
緊

急
事
態
に
も

関
わ
ら
ず
、
選
手
は
、
近
藤

ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
Ｒ

Ｂ
西
田
の
６７
ヤ
ー
ド
独
走
タ

ッ
チ
ダ
ウ
ン
な
ど
で
イ
ー
ブ

Touch
Down!
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驚
異
の
粘
り
！

チ
ー
ム
一
丸
で
快
進
撃
！

　

８
年
ぶ
り
３
回
目
の
出
場

を
果
た
し
た
「
清
瀬
杯
第
４８

回
全
日
本
大
学
選
抜
準
硬
式

野
球
大
会
」（
９
月
３
日
〜
９

月
５
日
）が
静
岡
県
浜
松
市
で

開
催
さ
れ
た
。
準
硬
式
野
球

部
は
チ
ー
ム
一
丸
の
戦
い
で

劇
的
な
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

１
回
戦
は
関
東
地
区
代
表
の

神
奈
川
大
学
。
こ
の
試
合
は

吹
奏
楽
総
部
と
チ
ア
リ
ー
ダ

ー
部
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、

熱
い
応
援
の
後
押
し
を
背
に

試
合
が
始
ま
っ
た
。
試
合
は

両
先
発
投
手
が
持
ち
味
を
存

分
に
発
揮
し
、
息
詰
ま
っ
た

投
手
戦
と
な
っ
た
。
試
合
が

動
い
た
の
は
五
回
。
四
球
で

出
塁
し
た
ラ
ン
ナ
ー
を
き
っ

ち
り
と
送
り
１
死
２
塁
の
チ

ャ
ン
ス
を
迎
え
る
。
こ
の
チ

ャ
ン
ス
に
中
野
が
セ
ン
タ
ー

前
に
値
千
金
の
先
制
タ
イ
ム

リ
ー
を
放
ち
均
衡
を
破
る
。

こ
の
虎
の
子
の
１
点
を
先
発

石
田
が
守
り
き
り
、
１
―
０

の
完
封
勝
利
で
１
回
戦
を
突

破
し
た
。

　

準
々
決
勝
は
北
信
越
地
区

代
表
の
富
山
大
学
。
こ
の
試

合
も
両
先
発
投
手
が
粘
り
の

初の
投
球
を
見
せ
、
膠
着
状
態
の

ま
ま
試
合
は
七
回
を
迎
え
る
。

相
手
の
先
頭
打
者
を
エ
ラ
ー

で
出
塁
さ
せ
る
と
、
１
死
二

塁
の
ピ
ン
チ
と
な
り
、
続
く

打
者
に
タ
イ
ム
リ
ー
を
打
た

れ
先
制
を
許
し
て
し
ま
う
。

更
に
追
加
点
を
奪
わ
れ
、
２

点
ビ
ハ
イ
ン
ド
で
最
終
回
の

攻
撃
と
な
る
。
最
終
回
、
死

球
と
内
野
安
打
で
チ
ャ
ン
ス

を
作
る
も
後
続
が
倒
れ
、
い

よ
い
よ
崖
っ
ぷ
ち
に
追
い
込

ま
れ
、
万
事
休
す
か
と
思
わ

れ
た
。
途
中
出
場
の
八
城
が

起
死
回
生
の
２
点
タ
イ
ム
リ

ー
ヒ
ッ
ト
を
放
ち
、
土
壇
場

●杉浦 裕馬 主将（４年生）
　「全国制覇」。ここまでくるのに様々な苦
労がありました。昨秋には優勝できたリー
グ戦も今春では２位に終わり、全日本選手
権をかけたブロック戦では後少しのところ
で近畿大学に負けてしまいました。しかし、
最後にこの清瀬杯でチーム一丸となり、決
勝戦では一度負けた近畿大学にリベンジす
ることができた結果、優勝することができ
ました。最後にチームメイトに日本一の主将
にならせてもらい嬉しい気持ちでいっぱい
です。これまで支えて頂いたたくさんの方
やチームメイトには感謝と御礼の言葉を伝
えたいです。ありがとうございました。
●山本 航 主務（４年生）
　清瀬杯で優勝することができて、本当に
嬉しく思います。今大会を通じて一戦ごとに
チームがまとまり、強くなるのを感じました。
そのような中で野球ができ、また優勝する
ことができて、とても幸せです。最高の仲
間と最後まで楽しく野球ができて本当に良
かったです。学長を始め学生部の皆様、チ
アリーダー部、吹奏楽総部、準硬式野球部
の１年生、保護者の方 、々素晴らしい演奏と
応援ありがとうございました。皆様の応援
のおかげで力をもらい優勝することができ
ました。本当にありがとうございました。

※
皆
様
か
ら
の
大
経
大
サ
ッ
カ

ー
部
へ
の
応
援
・
激
励
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
寄
付

金
な
ど
の
詳
細（
手
続
・
免

税
措
置
等
）に
つ
き
ま
し
て

は
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

VOICE で
試
合
を
振
り
出
し
に
戻
し

た
。
そ
の
裏
の
相
手
の
攻
撃

を
凌
ぎ
、
迎
え
た
延
長
十
回
、

邨
松
が
左
中
間
に
走
者
一
掃

の
２
点
タ
イ
ム
リ
ー
ス
リ
ー

ベ
ー
ス
を
放
ち
４
―
２
と
勝

ち
越
し
、
苦
し
い
な
が
ら
に

驚
異
の
粘
り
で
勝
利
を
手
繰

り
寄
せ
た
。
今
大
会
は
日
程

が
過
密
な
た
め
、
ダ
ブ
ル
ヘ

ッ
ダ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
少

し
の
休
憩
を
挟
ん
だ
後
、
準

準硬式野球部準硬式野球部準硬式野球部準硬式野球部準硬式野球部

サッカー部サッカー部サッカー部サッカー部サッカー部

決
勝
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
。

　

準
決
勝
は
関
東
地
区
代
表

の
立
教
大
学
。
立
教
大
学
は

言
わ
ず
と
知
れ
た
強
豪
校
で

こ
の
試
合
も
苦
戦
が
予
想
さ

れ
た
が
、
初
回
に
八
城
が
先

制
の
ツ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
放
ち
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー

ト
を
切
る
。
こ
の
ま
ま
勢
い

に
乗
っ
て
い
き
た
い
と
こ
ろ

だ
っ
た
が
、
４
番
で
捕
手
、

チ
ー
ム
の
要
で
あ
る
岩
崎
が

顔
面
に
デ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
受

け
て
負
傷
退
場
と
な
っ
て
し

ま
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生

し
、
一
気
に
チ
ー
ム
に
暗
雲

が
立
ち
込
め
た
。
し
か
し
、

岩
崎
に
代
わ
り
マ
ス
ク
を
被

っ
た
大
前
が
巧
み
な
配
球
で

投
手
を
リ
ー
ド
し
、
５
―
２

で
立
教
大
学
を
破
り
、
チ
ー

ム
一
丸
で
決
勝
へ
コ
マ
を
進

め
た
。

　

長
く
開
か
れ
な
か
っ
た
扉

を
つ
い
に
こ
じ
開
け
る
瞬
間

が
訪
れ
た
。
２
０
１
６
年
１１

月
１２
日
。
関
西
学
生
サ
ッ
カ

ー
リ
ー
グ
に
お
い
て
、

１
９
９
３
年
春
季
リ
ー
グ
以

来
の
１
部
復
帰
を
決
め
た
。

　

引
き
分
け
以
上
で
自
動
昇

格
が
決
ま
る
最
終
節
。
相
手

は
勝
利
し
か
残
さ
れ
た
道
は

な
い
大
阪
産
業
大
学
。
意
地

と
意
地
が
ぶ
つ
か
り
合
う
激

し
い
試
合
が
始
ま
っ
た
。
前

半
は
一
進
一
退
で
進
む
。
序

盤
Ｇ
Ｋ
宮
内
の
フ
ァ
イ
ン
セ
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決勝
9/5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
近畿大学 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 3
大阪経済大学 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 1X 4

好
敵
手
に
リ
ベ
ン
ジ
！

全
国
の
頂
点
に
立
つ
！

　

決
勝
は
同
じ
関
西
地
区
代

表
で
、
同
じ
リ
ー
グ
で
凌
ぎ

を
削
っ
て
い
る
ラ
イ
バ
ル
近

畿
大
学
。
前
夜
か
ら
の
雨
で

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
試

合
開
始
時
間
を
遅
ら
せ
て
決

勝
戦
の
幕
が
開
い
た
。
試
合

は
取
ら
れ
て
は
追
い
つ
き
、

勝
ち
越
し
て
は
追
い
つ
か
れ

の
、
一
進
一
退
の
し
び
れ
た
展

開
と
な
る
。
２
―
２
で
迎
え

た
七
回
、
今
大
会
当
た
っ
て

い
る
邨
松
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
で

３
―
２
と
勝
ち
越
し
、
こ
の

ま
ま
最
終
回
を
迎
え
る
。
先

頭
打
者
を
四
球
で
出
塁
さ
せ

る
が
確
実
に
ア
ウ
ト
を
重
ね
、

最
後
の
打
者
を
内
野
ゴ
ロ
に

打
ち
取
り
優
勝
と
思
っ
た
瞬

間
、
送
球
エ
ラ
ー
と
な
っ
て

し
ま
い
、
土
壇
場
で
同
点
に

追
い
つ
か
れ
て
し
ま
う
。
九

回
で
は
決
着
が
つ
か
ず
、
今

大
会
２
度
目
の
延
長
戦
に
突

入
す
る
。
迎
え
た
延
長
十
二

回
、
こ
の
回
か
ら
「
１
死
満

塁
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
タ
イ

ブ
レ
ー
ク
制
と
な
る
。
得
点

の
可
能
性
が
格
段
に
上
が
る

う
え
、
相
手
は
１
番
か
ら
の

好
打
順
で
あ
っ
た
が
、
見
事

に
無
失
点
で
切
り
抜
け
る
。

こ
う
な
る
と
完
全
に
流
れ
は

本
学
に
傾
く
。
そ
の
裏
、
こ

の
試
合
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
っ

て
い
る
邨
松
が
レ
フ
ト
前
に

タ
イ
ム
リ
ー
を
放
ち
、
何
と

も
劇
的
な
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で

清
瀬
杯
の
初
優
勝
を
決
め
た
。

全国制覇達成！

邨松君

ー
ブ
も
飛
び

出
す
中
、
迎

え
た
前
半
２３

分
左
サ
イ
ド

斜
め
４５
度
か

ら
Ｍ
Ｆ
松
井

の
ミ
ド
ル
シ

ュ
ー
ト
が
ネ

ッ
ト
を
揺
ら

し
１
―
０
。
引
き
分
け
で
も

い
い
試
合
で
願
っ
て
も
な
い

先
制
点
を
あ
げ
る
。
得
点
後

も
守
り
に
入
ら
ず
攻
め
続
け

る
が
追
加
点
は
奪
え
ず
前
半

終
了
。
再
開
し
た
後
半
の
立

ち
上
が
り
９
分
、
不
意
に
与

え
た
フ
ァ
ー
ル
か
ら
直
接
Ｆ

Ｋ
で
失
点
し
１
―
１
。
勢
い

づ
く
大
産
大
。
こ
れ
ま
で
幾

度
と
な
く
挑
戦
し
て
跳
ね
返

さ
れ
て
き
た
苦
い
記
憶
が
脳

裏
を
巡
る
。
し
か
し
、
そ
れ

を
コ
ー
ト
の
外
か
ら
応
援
す

る
部
員
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・

Ｏ
Ｂ
の
大
声
援
が
、
か
き
消

し
ピ
ッ
チ
上
の
選
手
が
力
に

変
え
る
。
激
し
い
球
際
で
全

員
が
体
を
張
り
、
気
迫
で
ゴ

ー
ル
を
割
ら
せ
な
い
。
そ
し

て
そ
の
ま
ま
迎
え
た
歓
喜
の

瞬
間
。

　

２
０
１
５
年
の
夏
は
３４
年

ぶ
り
の
総
理
大
臣
杯
出
場
、

1部復帰

秋
は
ま
さ
か
の
下
位
リ
ー
グ

と
の
入
替
戦
、
そ
し
て

２
０
１
６
年
は
２４
年
ぶ
り
の

１
部
復
帰
を
果
た
し
た
。
何

と
も
一
喜
一
憂
の
振
れ
幅
が

大
き
な
チ
ー
ム
で
あ
る
。
た

だ
、
間
違
い
な
く
言
え
る
こ

と
は
２
０
１
５
年
度
の
そ
れ

ぞ
れ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
の
結
果
で
あ
る
。

１
９
２
３
年
か
ら
続
く
関
西

学
生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
に
お

い
て
２
度
の
優
勝
を
誇
る

「
名
門
」
経
大
サ
ッ
カ
ー
部

が
、
２
０
１
７
年
、
新
た
な

歴
史
と
と
も
に
再
び
最
高
峰

の
舞
台
で
躍
動
す
る
。

悲
願
の

悲
願
の
24
年
ぶ
り
の

歓
喜
に
わ
く
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